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リア国立図書館（ウィーン）に所蔵されている（Pap. Vindob. Graec. 31974）。現
存するのは 30 葉（folio）のパピルス断片のみであるが、当初は 4 福音書と使徒の
働き全部を収めた、200 頁を超える写本であった。30 葉の内訳は、2 葉にマタイの
福音書、6 葉にマルコの福音書、7 葉にルカの福音書、2 葉にヨハネの福音書、13
葉に使徒の働きの本文がそれぞれ記載されている。
　僅かな情報から想定できる写本の全貌は以下のようなものである。27 葉 2（folio）
の裏（verso）に 193 頁、そして 30 葉の表（recto）3 に 199 頁という頁数が、上方
欄外右よりにかろうじて読み取ることができる。他の頁の頁数は読み取ることがで
きない。そして、11 葉と 12 葉、13 葉と 14 葉の頁が連続しているが、11 葉と 12
葉で裏・表・表・裏と一帖（quire）を構成し、13 葉と 14 葉で裏・表・表・裏と
一帖を構成している。つまり、2 頁分の大きさのパピルス紙一枚を表の面が内側に
なるように真ん中で折って 4 頁で一帖を構成し、この 4 頁一帖を 56 帖集めて一冊
のコーデックス（冊子本・綴じ本）が形作られたことになる 4。193 頁である 27 葉
1　 本報告を書き上げるに際して参考にした一次資料は、Karl Jaros et al. eds., Das Neue 
Testament nach dem Ältesten Griechischen Handschriften (Ruhpolding: Verlag Franz 
Philipp Rutzen: Ruhpolding und Mainz / Wien und Würzburg: Echter Verlag, 2006)。
蛭沼寿雄著『新約本文のパピルス』第一巻（大阪キリスト教書店、1994 年）








の裏も 199 頁である 30 葉の表も同じパピルス紙の 2 頁目の面である。27 葉の 1












112 枚、頁数にして 224 頁であった。最初と最後の頁は白紙で頁数の記入もなかっ
たので、上記では最後の頁数が 222 頁となっている。１頁の大きさは、およそ幅
20㎝×高さ 25㎝で、綴じ目の厚さ抜きで 5-6㎝の厚さとなり、１頁あたり平均 36
行から 37 行が収められたと想定できる 7。Kenyon 以下大多数の学者の見解による
と、紀元 3 世紀前半に作成された、と作成年代が想定されている 8。
される構造になっている。Eric G. Turner はパピルス 45 番を “uniones”、パピルス 46 番を
single-quire code に分類している（The Typology of the Early Codex [repr. ed.; Eugene: 
Wipf and Stock, 2010], 59, 61）
5　 Frederic. G. Kenyon, The Chester Beatty Biblical Papyri, Fasciculus I: General 
Introduction, (London: E. Walker, 1933), 6, 12-13.
6　 Theodore. C. Skeat, “A Codicological Analysis of the Chester Beatty Papyrus Codex 
of Gospels and Acts (P 45)” in The Collected Biblical Writings of Theodore. C. Skeat, 
ed. James K. Elliott (Leiden: Brill, 2004), 156. Skeat の研究ですべてが解き明かされたわけ
でもない。ヨハネ福音書の断片と使徒の働きは「表・裏・裏・表」と裏面が内側になるように
折られたようだ。
7　 Eric G. Turner はグループ 5 に分類している（The Typology of the Early Codex, 16）。
8　 Frederic. G. Kenyon, The Chester Beatty Biblical Papyri 2: The Gospels and Acts, 
Text (London: Emery Walker, 1933), x. Philip W. Comfort and David P. Barrett は
3 世 紀 初 め（The Text of the Earliest New Testament Greek Manuscripts: New and 
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　パピルス 46 番（チェスター・ビーティー図書館所蔵の聖書パピルス 2 番）と比
べると保存状態は悪く、判読が困難な箇所が多々ある。どのような順序で 4 福音書






がりに傾いている 9。パピルス 45 番の写字生は、字体から判断する限り、素人では
なく、写字を職業とする者であったと思われる。
　当時の習慣に従って、単語と単語の分かち書きはなく scriptio continua で、気
息符や句読点の使用は稀である。聖名を略記する「ノミナ・サクラ」は頻繁に用
いられ、十字架に関連する名詞 stauro/ß と動詞 stauro/w を略記するスタウログ
ラムの初期の例が見出される。マタイ福音書 26 章 2 節（2 葉裏 10、上記の復元で 40
頁 14 行。写真 2 参照）に staurwqhvnai が srna[i]−−−−− と表記され、上に横線が引い







ミナ・サクラ」として略記されている。5 葉裏（上記の復元に従うと 147 頁 14 行）
で十戒の「父と母を敬え」がマルコ福音書 7 章 10 節で引用されている。前後の文
Complete Transcriptions with Photographs [Wheaton: Tyndale House Publishers, 
2001], 155-57.）
9　 Philip Comfort は、P. Michigan 3、P. Egerton 3、P. Oxyrhyncus 2082、P. Rylands 57
を類似した字体として例示して、作成年代を紀元 200 年頃としている（Encountering the 
Manuscripts: An Introduction to New Testament Paleography and Textual Criticism 
[Nashville: Broadman and Holman, 2005], 173）。私見では P. Oxyrhynchus 1092 がパピル
ス 45 番に非常に似ている（William. A. Johnson, Bookrolls and Scribes in Oxyrhynchus 






略記されている（7 葉裏、151 頁 11 行、マルコ福音書 9 章 24 節）。「汚れた霊」は
6 葉裏（上記の復元によると 148 頁 1 行）などで略記されている。意味によって略
記する、しないを区別することなく、特定の単語を一貫して略記しているように見
















　パピルス 45 番の場合、訂正の跡は多くはない。現存する本文で 14 箇所を数える
ことができる 12。14 箇所の訂正のうち、マタイ福音書 25 章 42 節と使徒の働き 7 章




12　James R. Royseによる（James R. Royse, Scribal Habits in Early Greek New Testament 









　使徒の働き 7 章 12 節は、178 頁 4 行目である。「彼（ヤコブ）が父祖たちを遣
わした（e˙xape÷steilen tou«ß pate÷raß）」となるべき箇所で冠詞（tou«ß=tous）









きる箇所が 2 箇所ある。1 箇所目は、10 葉の裏で、Skeat の復元によると 107 頁
21 行から 22 行にかけてである（写真１）。現代の章節区分でいう、ルカ福音書 9










通常の方法である。この箇所の訂正については、Philip. W. Comfort and David. P. Barrett 
(eds), The Text of the Earliest New Testament Greek Manuscripts (New and Complete 






4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
aut]onakolouqhswsoi
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
eipenautwioi#h#aialwpekesfwleouse
上記を書き改めると、以下のようになる。
　　ei˙ß] eJte/ran kw/mhn. kai« poreuome/nwn au˙twvn e˙˙n thˆ√ oJdwv ˆei™pe/n
　tiß] pro«ß au˙to/n: a˙kolouqh/sw soi o¢pou e˙a»n uJpa/ghˆˆß15 e
4
i™pen tiß pro»ß










4 44 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
 ei™pen au˙twˆv oJ  ˙Ihsouvß aiJ a˙lw/pekeß fwleou»ß e¡-
分かち書きされていない写本であれば、容易に生じそうな間違いである。




　残り 10 箇所を順番に見ていく。先ずヨハネ福音書 10 章 14 節（16 葉裏、68 頁
12 行。写真 3）は「わたしのものはわたしを知っている」は Nestle-Aland28 版
のギリシア語本文では ginw¿skousi÷n me ta» e˙ma¿ である。パピルス 45 番では動
詞 ginw¿skousi÷n の語尾 -ousi÷n（-ousin）が本文として記載された後に ei（ei）
と訂正されている。主語（ta» e˙ma¿）が中性複数の場合には、動詞は単数でも複数
でも良い、という文法理解に従えば、どちらでも構わなかった。ところが、パピル
ス 45 番の写字生は、3 人称単数に「訂正」したかったようである。
　ヨハネ福音書 11 章 47 節（17 葉裏、71 頁 9 行目）の動詞は最初 poihsomen（直
説法未来時制形）と書かれたが、後に行間で hso の上に ou と書き込んで直説法
現在時制形（poioumen）に訂正されている。同じ頁の 13 行目右端の 2 文字は最
初 au と書かれたものが ou に訂正されている。
　ルカ福音書については、既に写字しながらの訂正に触れたが、それ以外では 9 章
36 節（10 葉表、106 頁 23 行目）に訂正の跡が認められる。動詞が一度 e˚o¿raken
と 3 人称単数形で記載されたが、語尾（-ken）のエプシロンの上の行間にアルファー
15　この読みがパピルス 45 番とベザ写本で見出されるが、大多数の写本の読みは aÓpe÷rchØ である。





　マルコ福音書では 6 章 22 節（４葉表、145 頁 15 行目）に訂正の跡が見出せる。
パピルス 45 番では「ヘロデが少女に言った（ei•pen oJ ÔHrwˆ¿dhß twˆ◊ korasi÷wˆ）」
と写字した後に「ヘロデ（ÔHrwˆ¿dhß）」の上の行間に「王（basileuß）」と訂正さ
れている。





　7 章 14 節（178 頁 7 行目）も綴り字の訂正である。sunge÷neian（sungeneian）
と表記されていたので、ニューの上にガンマを書き加えて、sugge÷neian（sug-
geneian）と正しい綴りに訂正されている。
　10 章 38 節（186 頁 16 行目）は、頁の下端で分かり難いが、met∆ aujtouv は、心
持ち上方なので、書き損ねて後で書き加えたように見える。この句がないと意味が
通じない一文である。
　13 章 12 節（190 頁 12 行）では、最初 gegonwß（gegonws）と写字してあっ
た。この形は完了分詞の男性単数主格形である。オメガ（w）の上にオミクロン（o）
を小さく書き加えて、中性単数対格に訂正されている。










　パピルス 45 番の本文のもっとも顕著な特徴は簡潔さである。Ernest C. Col-
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well17 および James R. Royse18 など異口同音にパピルス 45 番の本文が簡潔である
ことを指摘する 19。Nestle-Aland28 版の本文を目安として考えると、パピルス 45
番の本文で追加がある場合よりも、欠落がある方が圧倒的に多い。
　パピルス 45 番の本文で欠落が見出される、顕著な箇所 20 は、ヨハネ福音書で 2
箇所、ルカ福音書で 2 箇所、マルコ福音書で 8 箇所を挙げることができる。
　パピルス 45 番には、ヨハネ福音書の 10 章と 11 章の大部分の本文が残されてい




「わたしはよみがえりです。いのちです。（e˙gw¿ ei˙mi hJ aÓna¿stasiß kai« hJ zwh/:）」
の「いのちです（kai« hJ zwh/=kaihzwh）」が見当たらない。
　ルカ福音書 12 章 2 節は、13 葉裏（112 頁）12 行から 13 行であるが、パピル
ス 45 番には「隠されているもので知られずに済むものは（kai« krupto«n o§ ouj 
gnwsqh/setai）」というギリシア語の最後の 5 単語がない。そして、ルカ福音書
12 章 9 節はパピルス 45 番にない。同じ頁の 25 行には、8 節の後に 10 節が続いて、
9 節は全く見当たらない。
　マルコ福音書 6 章 40 節 41 節（パピルス 45 番 5 葉表、上記の復元の 146 頁）で
は詳細の記載が省略されている。6 行の右端から 7 行の左端が 40 節にあたるが、
40 節最後の「百人毎、五十人毎 21（kata» e˚kato»n kai« kata» penth/konta）」を
意味するギリシア語の単語が４つ欠落している。そして 41 節（7 行目）に移ると
「パンと魚を取り（labw»n tou«ß a‡rtouß kai« tou«ß i˙cqu/aß）」と Nestle-Aland28
版本文で繰り返されている「5 つ（pe/nte）」「2 匹（du/o）」という数が明記され
ていない。読者が読む際に意味は通じて、問題は感じないと思われるが、Neslte-
17　Ernest C. Colwell, “Method in Evaluating Scribal Habits: A Study of P45, P66, P75” in: E. 
C. Colwell, Studies in Methodology in Textual Criticism of the New Testament (New 
Testament Tools and Studies 9; Leiden: Brill, 1969), 106―24, 特に 118 -21.
18　Royse, Scribal Habits, 103-97.
19　Comfort and Barrett (eds.), The Text of the Earliest New Testament Greek 
Manuscripts, 160-62 も参照のこと。






　同じ頁の 18 行目から 19 行目にかけて、欄外の破損部分とも重なるので、断言
することは避けなければならないが、Nestle-Aland28 版のマルコ福音書 6 章 48
節本文に見出される「夜中の（thvß nukto«ß=thsnuktos）」という 2 単語が見
当たらない。
　マルコ福音書8章11節は、 6葉表（149頁）1行から3行にかけて記されているが、
「彼からしるしを求めた（zhtouvnteß par∆ aujtouv）」がない。8章38節は、 7葉表（150
頁）8 行から 9 行にかけて「この淫らで罪深い時代にわたしとわたしのことばを恥
じる者はだれでも……」という箇所で、左端と右端の破損が激しく、欠落した単語
がどの単語であるか見極めることができない 22 が、「わたしとわたしのことばを（me 
kai« tou«ß e˙mou«ß lo/gouß）」の 5 単語を記載するに十分なスペースの余裕はないの
で、１単語程度はないものと思われる。
　9 章 25 節 は、7 葉 裏（151 頁 ）13 行 で「 汚 れ た 霊 を 叱 っ て、彼 に 言 う
（e˙peti÷mhsen twˆ◊ pneu/mati twˆ◊ aÓkaqa¿rtwˆ le÷gwn aujtwˆ◊）」の「 汚 れ た（twˆ◊ 
aÓkaqa¿rtwˆ）」と「彼に（aujtwˆ◊）」がパピルス 45 番の本文にはない。
　以上、Nestle-Aland28 版と比べてパピルス 45 番の本文で欠落している箇所を
見た。逆に付加されている箇所もパピルス 45 番にはある。ヨハネ福音書で 2 箇所、
ルカ福音書で 2 箇所、マルコ福音書で 2 箇所を概観する。
　ヨハネ福音書 10 章 34 節（16 葉表または 69 頁 7 行目の左端）には、「聖書には
（enthigrafhi）」という不要な句が「書かれている（gegramme÷non）」と「律法に（e˙n 
twˆ◊ no/mwˆ）」の間に見出される。




　ルカ福音書 11 章 15 節（12 葉表、110 頁 17 行目）には、単なる「彼らは言っ
た（ei•pon）」の代わりに「彼らは頑なに次のように語った（elalhsanocuroi-
legontes）」と書き記されている。








　パピルス 45 番のマルコ福音書 6 章 47 節の本文、 5 葉表（146 頁）16 行に「以前、
昔」を意味する pa/lai という副詞がベザ写本や f1 という写本群と共に見出される。
　マルコ福音書 7 章 5 節は、5 葉裏（147 頁）6 行の右端に「洗ってない
（kaianipto[is]）と接続詞と形容詞が見出される。Nestle-Aland28 版に記され
ている「汚れた手で（koinai√ß cersi«n）」と共に記載されている。
　パピルス 45 番の本文では、興味深いことに使徒の働き 15 章 2 節と 7 節の間に
混乱が見出される。28 葉裏、194 頁 10 行半ばから 7 節が始まるが、次の 11 行か







　　　　　i˙dei√n peri« touv lo/gou tou/tou. pollhvß de« zhth/sewß 
　　　　　ou˙k o˙li÷ghß twˆ◊ Pau/lwˆ kai« twˆ◊ Barnabaˆ◊ pro«ß aujtou/ß, 
　　　　　aÓnabai÷nein Pauvlon kai« Barnaba◊n kai÷ tinaß a‡llouß 
　　　　　　tou«ß aÓposto/louß kai« presbute÷rouß genome÷nhß
　Nestle-Aland 28 版の本文が本来の本文であったとすると、上記のようなパピ
ルス 45 番で生じた混乱がどのように生じたか説明することは、それほど困難では
ない。使徒の働き 15 章 2 節は「小さくない紛争と議論が生じたとき（genome÷nhß 
de« sta¿sewß kai« zhth/sewß oujk ojli÷ghß）」という表現で始まっている。そして、
7 節の冒頭には「多くの議論が生じたとき（pollhvß de« zhth/sewß genome÷nhß）」
という類似表現が見出される。7 節の冒頭を書き写した際に、写字生の目が 2 節の
類似表現に戻ってしまった。2 節を写字してから、間違ったことに気付いて、もう







パピルス 45 番の現存する本文には、満足に 2 節は残っていない。かろうじて、2
節の最後の 2 単語（zhth/matoß tou/tou）24 が 194 頁の 1 行目に残っている程度で
ある。193 頁は、14 章 23 節で終了している。














This scribe does not actually copy words. He sees through the 
language to its idea-content, and copies that-often in words of 
his own choosing, or in words rearranged as to order.25
The most remarkable fact about the text of p45 is this mass 
24　ただし zhth/matoß は判読できる状態にはない。
25　Colwell, “Method in Evaluating Scribal Habits”, 117.
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of Singular Readings.26 P45 is an undisciplined text, obviously 
not subject to learned or to ecclesiastical control. A survey of 
these readings gives one a clear impression of a scribe who 
felt free to modify the text in matters of detail. P45 is a maver-
ick, as Westerners would say; it runs wild.27
P45 gives the impression of a scribe who writes without any 
intention of exactly reproducing his source. He writes with 
great freedom-harmonizing, smoothing out, substituting al-
most whimsically. Here again there is no evidence whatever 
of control by a second party (fewer than three singular read-
ings per hundred are corrected), nor in fact of external con-
trols of any kind.28
パピルス 45 番の写字生は、自由奔放に写字している、とは写字生として失格宣言




Since in most readings the student cannot determine whether 
or not the scribe copied or originated the reading, this study 
is restricted to singular readings (readings without other man-
uscript support) on the assumption that these readings are the 
26　Royse はパピルス 45 番に 227 の singular reading を見出している（Scribal Habits, 111, 
775-90）。
27　Ernest. C. Colwell with Ernest. W. Tune, “Method in Classifying and Evaluating 
Variant Readings”in Colwell, Studies in Methodology in Textual Criticism of the New 
Testament, 105.
28　Colwell,“Method in Evaluating Scribal Habits,” 117. この引用の冒頭は、さすがに Royse





creation of the scribe. The restriction of this study to singular 
readings can be made with confidence in view of the wealth 
of manuscript attestation for the Greek New Testament.29
　他の写本に見出されないで、パピルス 45 番のみに見出される読み（パピルス 45
























写本が、パピルス 45 番である。3 世紀に作成されたと想定されるパピルス 45 番か
29　Colwell,“Method in Evaluating Scribal Habits,”108.



































具体的な例を挙げると、使徒の働き 15 章 7 節に 2 節を挿入した間違いは、パピル
ス 45 番の唯一の読みの一つである。Royse によると、唯一の読みは、その読みが
見出された写本を作成した写字生が作り出したものである。換言すると、パピルス
45 番の写字生が、7 節を書き写し始めた際に目が 2 節に移って、7 節に 2 節を挿入







　パピルス 45 番の写字生は、ルカ福音書 9 章 57 節 58 節を写字した際に、同じよ
うな間違いを犯したが、間違いに気付いて訂正している。なぜ使徒の働き 15 章 7
節では、気が付かなかったのか、訂正を施していないのか。他の箇所の間違いを訂
正した同じ写字生と思われない。このように考えると、パピルス 45 番の底本で、
使徒の働き 15 章 7 節に 2 節が既に挿入されていた可能性を想定するだけの価値は







107 頁（ルカ福音書 9 章 45 節から 10 章 1 節まで）21 行から 22 行にかけて 57 節
を繰り返し書き写したので、上の行間に黒点を書き込んで、削除してある。  
次頁（写真 2）は、オーストリア国立図書館（ウィーン）所蔵の Pap. Vindob. 
Graec. 31974 の裏（Skeat の復元では 40 頁 b）で、マタイ福音書 26 章 41 節から












194 頁（使徒の働き 15 章 2 節から 9 節） 
